
1※令和6年度のヒアリングによる

3．熱中症予防行動の効果的な情報発信

●長崎県気候変動適応センターが、主に高齢者に関わる方(介護福祉関係)を対象に、気候変動と熱中症の
関係、県内の発生状況、熱中症の予防と対策方法についてセミナーを開催。

▲チラシ

都市部など人口の多いところでは、熱中症による救急搬送者数の実数は多いものの
高齢者の多いところの割合が高いということを改めてセミナーで参加者に向けて発表。
特に島原地域が暑く、またデータにも特徴があることから、この地域にて重点的に

講演･研修を開催【☞事例3-12】。普及･啓発資料も作成、配布した。

環境部局

事例5. 長崎県 気候変動適応セミナー(～高齢者の熱中症予防のための「暑さ対策セミナー」～)


